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A Study on the Internship Assignment Based on the Stable Marriage Problem
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1 ．緒　言
　2012 年 の ノ ー ベ ル 経 済 学 賞 を 安 定 結 婚 問 題
（Stable Marriage （Matching） Problem）の第一人
者である Lloyd S. Shapley とそれをマーケットプ
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1 C A B
2 B C A
3 B A C
4 C B A
5 C A B
表 ２ 　選好順位（学生）
企業 受入人数 企業の希望順位（学生 1～5）
A 2 人 1 5 2 3 4
B 1 人 4 3 2 1 5
C 2 人 3 2 1 4 5
表 ３ 　ポイントの設定例
業種（３種） ポイント（合計９）
企業 A 情報通信 3
企業 B 官公庁 2
企業 C サービス 1






















































応度関数 F を式⑴から式⑸へ示す． 
図２　個体表現例
企業数５の場合
企業 A B C D E E
学生 1 3 4 6 2 5
企業数４の場合
企業 A A B B C D
学生 2 3 5 1 6 4
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　ここで，Sst と Sco はそれぞれ学生と企業の満足度
の合計を意味し，e_stij と e_coji はそれぞれ学生 i
（M：学生数）の企業 j（K：企業数）に対する満足
度と企業 j の学生 i に対する満足度を意味する．ま




















































企業は企業 D と E である．表７の基準から，学生図３　パス表現と順位表現
順位表現
企業 A A B B C D
学生 2 2 3 1 2 1
パス表現
企業 A A B B C D
学生 2 3 5 1 6 4
安定結婚問題を基礎としたインターンシップ配属問題に関する研究
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３は企業 D と企業 E にマッチングした場合の満足
度として，両企業について８ポイントを設定する．







学生 性別 積極性 希望業種 内容（レベル） 地域の希望
1 女 中 官→サ→製→金→情 希望無し 東→中→西
2 男 低 情→製→官→サ→金 低→高 東→中→西
3 女 中 サ→金→官→製→情 希望無し 東→中→西
4 女 低 製→サ→金→官→情 低→高 東→中→西
5 男 低 製→官→情→サ→金 低→高 中→西→東
6 女 中 金→サ→官→製→情 低→高 中→西→東
7 男 低 製→情→サ→官→金 低→高 中→西→東
8 女 高 サ→金→官→製→情 高→低 中→東→西
9 男 高 情→製→官→サ→金 高→低 中→東→西
10 女 高 サ→金→製→官→情 高→低 中→東→西
11 女 中 情→製→官→サ→金 希望無し 中→西→東
12 女 高 金→サ→官→製→情 高→低 西→中→東
13 男 中 情→官→製→サ→金 低→高 西→中→東





企業 受入数 業　　　種 地域 内容 積極性の希望 性　別 自社業種の順位
A 2 官 　 公 　 庁 東 高 高→中→低 希望無し 学生側の順位による
B 2 情　報　通　信 東 高 高→中→低 男→女 学生側の順位による
C 1 製 造 ・ 販 売 東 低 低→中→高 希望無し 学生側の順位による
D 2 サ　ー　ビ　ス 中 高 高→中→低 女→男 学生側の順位による
E 2 サ　ー　ビ　ス 中 低 低→中→高 女→男 学生側の順位による
F 1 製 造 ・ 販 売 中 低 低→中→高 男→女 学生側の順位による
G 2 金融（会計含む） 西 低 高→中→低 女→男 学生側の順位による



























提案手法では，企業 G のマッチング対象は学生 11
と学生 14 であり，Gale-Shapley アルゴリズムでは
学生５と学生 10 がマッチング対象となっている．
企業 G の満足度の値は，提案手法では 37 となるが，







































企業 学生 企業 学生
A 1，8 A 1，14
B 2，9 B 9，11
C 4 C 2
D 3，10 D 3，8
E 6，7 E 6，7
F 5 F 4
G 11，14 G 5，10
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